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世帯数41，570世帯
32世帯増

142，481人

71，916人
70，565人

194人増

前月比

市
民
の
ス
ポ
ー
ツ
の
場
に

ま
ず
神
明
小
・
大
久
保
小
・
槙
島
小
で

ロ
男
女
比
月

人
前

体
育
施
設
を
計
画
的
に
開
放

市
民
の
み
な
さ
ん
に
学
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
や
体
育
館
を
開
放
し
、
ス
ポ
ー
ツ
と
レ
ク

リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
の
場
に
利
用
し
て
い
た
だ
こ
う
Ｉ
。
こ
の
ほ
ど
、
六
月
定
例
市
議
会

で
、
学
校
開
放
事
業
を
す
す
め
る
た
め
の
予
算
が
可
決
。
当
面
は
、
神
明
小
と
大
久
保

小
、
槙
島
小
の
三
小
学
校
を
モ
デ
ル
校
と
し
て
、
体
育
振
興
会
や
育
友
会
な
ど
関
係
者

の
協
力
を
も
と
め
近
く
学
校
開
放
を
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

最
近
、
市
民
の
み
な
さ
ん
に
ス
ポ
ー
・
こ
の
た
め
、
身
近
に
あ
る
小
中
学
校

ツ
や
レ
ク
ジ
ェ
ー
ジ
’
ン
を
楽
し
み
た

一
の
グ
ラ
ン
ド
や
体
育
館
を
利
用
し
て
、

い
と
い
う
傾
向
が
、
ま
す
ま
す
強
く
な

Ｉ
子
ど
も
の
遊
び
場
や
お
と
な
の
ス
ポ
ー

つ
て
き
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
残
念
な

が
ら
だ
れ
で
も
が
、
気
軽
に
、
ま
た
、

い
つ
で
も
利
用
で
き
る
よ
う
な
体
育
施

設
は
整
備
さ
れ
て
い
な
い
の
が
実
情
で

す
。

ツ
の
場
に
開
放
し
て
ほ
し
い
と
い
う
要

望
が
市
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
多
数
寄
せ

ら
れ
て
い
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
市
で
は
、
す
で
に
各
種
Ｊ

ポ
ー
ツ
団
体
や
一
般
市
民
の
方
に
一
部

校庭で野球を楽しむこどもたち（西大久保小学校で）

利
用
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
学
校
体
育

議
会
だ
よ
り

六
月
二
十
日
に
開
会
さ
れ
て
い
た

市
議
会
六
月
定
例
会
は
、
七
月
十
三

日
に
再
Ｍ
さ
れ
、
二
十
五
日
に
す
べ

て
の
議
案
審
議
を
終
了
し
、
三
十
六

日
間
に
わ
た
る
会
期
の
幕
を
閉
じ
ま

し
た
。

再
開
さ
れ
た
七
月
十
三
日
に
は
、

市
長
か
ら
教
育
・
土
木
事
業
を
中
心

と
し
た
一
般
会
計
補
正
予
算
、
議
会

議
・
員
の
報
酬
額
の
改
正
議
案
等
十
二

議
案
の
提
案
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

十
八
日
、
十
九
日
の
両
日
は
、
一

股
質
問
が
行
わ
れ
、
七
人
の
議
員
が

登
壇
し
て
、
当
面
の
財
政
運
営
、
普

通
河
川
の
行
政
管
理
、
浄
化
そ
う
の

悪
臭
汚
水
問
題
の
解
決
策
等
に
つ
い

て
、
活
発
な
質
問
が
展
開
さ
れ
ま
し

た
。二
十
二
、
二
十
五
の
両
日
は
、
議

案
審
議
に
あ
て
ら
れ
、
追
加
提
案
も

積面

トル

こ
の
学
校
開
放
事
業
は
、
利
用
者
と

し
て
の
市
民
の
み
な
さ
ん
と
、
場
所
を

提
供
す
る
学
校
、
そ
れ
に
、
事
業
を
管

理
す
る
宇
治
市
の
三
者
が
一
体
と
な
っ

て
す
す
め
る
も
の
で
す
が
、
運
営
の
主

体
は
、
市
民
の
み
な
さ
ん
で
作
っ
て
い

た
だ
く
運
営
委
員
会
で
や
っ
て
い
た
だ

く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
施
設

の
管
理
や
指
導
、
安
全
確
保
な
ど
に
つ

い
て
は
、
市
か
ら
管
理
指
導
員
が
派
遣

当
面
は
三
つ
の
小
学
校
に
限
っ
て
学

含
め
提
出
さ
れ
て
い
た
十
九
議
案
の

う
ち
、
議
会
議
員
の
報
酬
額
改
正
議

案
に
つ
い
て
、
議
員
か
ら
施
行
日
に

関
し
、
七
月
一
日
実
施
を
八
月
一
日

実
施
と
す
る
修
正
案
が
提
出
さ
れ
て

可
決
さ
れ
た
ほ
か
は
、
す
べ
て
原
案

9
Ｊ
四
四
匹
丿
一
ぬ
訂
い
に
心
一
て
い
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

多いウッカリ火災

上半期の消防統計

い
ぜ
ん
と
し
て
多
い
ク
＾
カ
＝
ｓ
火

災
－
。
こ
と
し
上
半
期
（
一
月
Ｓ

六
月
）
に
発
生
し
た
火
災
や
救
急
の

概
況
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。

ｔ
－
‐
χ
Ｉ
ｔ
ｌ
ｌ
―
火
災
統
一
ｌ
ｕ
ａ
＝
＝
＾

ま
ず
、
火
災
の
関
係
で
は
、
こ
の

期
間
中
に
発
生
し
た
の
は
三
十
二
件

で
、
過
去
五
年
間
の
平
均
と
比
べ
る

と
ほ
ぼ
同
件
数
で
す
が
、
昨
年
同
期

と
比
べ
る
と
八
件
も
増
加
。
三
年
連

Ｏ
市
職
員
の
育
刄
坏
菜
に
関
す
る
条

例
の
制
定
（
育
児
休
菜
法
の
適
用

を
受
け
な
い
女
子
職
員
に
制
度
化

を
図
る
も
の
）

〇
市
適
路
線
の
認
定
（
茶
屋
裏
線
は

か
十
九
ヵ
所
）

〇
市
道
路
線
の
廃
止
（
狼
筋
道
ほ
か

ニ
カ
所
）

○
火
葬
場
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す

る
条
例
の
全
部
改
正
（
火
葬
場
の

改
修
に
伴
い
、
使
用
料
を
中
心
と

続
で
つ
づ
い
て
い
る
火
災
減
少
記
録

（
年
間
）
が
破
ら
れ
る
と
い
う
心
配

も
で
て
き
て
い
ま
す
。

と
く
に
、
建
物
火
災
が
二
十
三
件

も
あ
り
、
昨
年
よ
り
六
件
の
増
。
こ

の
た
め
、
焼
損
面
積
は
減
っ
て
い
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
損
害
額
が
大
幅

に
ふ
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
れ
を
発
生
月
別
に
み
る

と
、
三
十
二
件
の
う
ち
十
四
件
が
五

月
に
集
中
。
と
く
に
、
五
月
二
十
日

に
三
件
、
五
月
二
十
一
日
に
ニ
件
と

い
う
よ
う
に
、
異
常
乾
燥
注
意
報
発

令
申
に
多
発
し
て
い
る
の
が
大
き
な

特
樋
で
す
。

次
に
、
火
災
を
原
因
別
に
み
る
と

8件

3件

3件

2件

2件

2件

主な火災の原因

6
月
定
例
会

補
正
予
算
な
ど
可
決

ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
意
見
書
四
件
、
決
議
一
件

が
可
決
さ
れ
、
議
会
に
提
出
さ
れ
て

い
た
十
二
罰
願
は
、
そ
れ
ぞ
れ
所
管

の
委
員
会
に
付
託
さ
れ
ま
し
た
。

Λ
可
決
さ
れ
た
議
案
Ｖ

Ｏ
一
般
会
計
補
正
予
算
（
三
号
）

Ｏ
農
菜
共
済
事
業
（
一
号
）
、
住
宅

改
修
資
金
賃
付
事
業
（
一
号
）
各

特
別
会
計
予
算

し
て
現
況
に
そ
う
よ
う
条
例
の
整

備
を
図
る
も
の
）

〇
水
稲
無
事
戻
し
金
の
交
付
（
交
付

対
象
四
九
三
人
、
交
付
金
額
一
八

一
万
五
、
一
一
九
円
）

Ｏ
市
消
防
団
員
等
公
務
災
害
補
償
条

例
の
一
部
改
正
（
損
害
補
償
の
売

実
を
図
る
た
め
傷
病
補
償
年
金
制

屁
の
創
設
等
に
よ
る
も
の
）

〇
市
非
常
勤
消
防
団
員
に
係
る
退
職

〇
特
別
職
の
職
員
で
非
常
動
の
も
の

の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正
（
監
査
委
員
等

の
非
常
勤
特
別
職
の
報
酬
増
額
改

訂
）

○
教
育
委
員
会
教
育
長
の
給
与
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正
（
教
育
長

の
給
与
増
額
改
訂
）
．

0
市
職
員
定
数
条
例
の
一
部
改
正
（

市
営
火
葬
場
の
改
築
に
伴
い
、
一

左
の
表
の
と
お
り
で
、
ウ
ッ
カ
ジ
火

災
が
ほ
と
ん
‥
呪
私
た
ち
が
も
う
少

し
注
意
す
れ
ぱ
防
げ
た
も
の
ば
か
り

で
す
。
ま
だ
ま
だ
暑
い
日
が
つ
づ
い
て
気

が
ゆ
る
み
が
ち
に
な
り
ま
す
が
、
こ

れ
ら
の
火
災
原
因
を
を
も
う
一
度
み

つ
め
な
お
し
、
火
の
元
に
は
く
れ
ぐ

れ
た
用
心
し
た
い
も
の
で
す
。

＝
救
急
統
計
＝

一
方
、
救
急
車
の
出
動
回
数
は
六

ヵ
月
間
で
Ｉ
、
〇
八
六
回
。
主
な
も

の
で
は
、
急
病
に
よ
る
も
の
四
九
〇

回
、
交
通
事
故
二
四
三
回
、
一
般
負

傷
一
六
九
回
な
ど
で
す
。

毎
年
ふ
え
つ
づ
け
て
い
る
出
動
回

浬
‥
吐
噛
田
鍵
Ｊ
雀

火
拿
・
救
急
は
一
一
九
番

517

太
田
・
畑
田
・
吉
田
の
三
氏

市
農
協
正
副
組
合
長
逝
去

宇
治
市
農
業
協
同
組
合
の
太
田
茂
三

組
合
長
、
畑
田
成
一
副
組
合
長
、
吉
田

利
喜
三
副
組
合
長
の
三
氏
は
、
さ
る
七

月
二
十
八
日
名
古
屋
万
面
へ
の
業
務
視

察
の
帰
路
、
滋
賀
県
甲
賀
郡
甲
西
町
の

名
神
高
遠
道
路
下
り
線
で
、
蛮
輦
故

に
あ
い
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
三
氏
は
、

ｊ
削
剥
刮
コ

Ａ
承
認
さ
れ
た
議
案
▽

Ｏ
畠
詔
諾
せ
泉
認
（
佐
Ｓ

習
、
野
上
萱
、
野
田
萱
ヽ
一

福
井
贅
、
至
四
人
の
推
せ
ん

奮
）

Λ
同
意
さ
れ
た
議
案
Ｖ
一

Ｏ
監
客
員
の
選
任
同
意
（
加
納
満
一

雄
氏
の
選
任
に
同
意
）

〇
収
入
役
の
選
任
同
意
（
吉
沢
耕
作

氏
の
選
任
に
同
意
）

Λ
可
決
さ
れ
た
意
見
書
Ｖ

〇
昭
和
五
十
二
年
産
米
の
生
産
者
米

価
に
関
す
る
意
見
書

〇
市
町
村
茎
福
祉
協
議
会
の
法
制

化
並
び
に
充
実
強
化
泉
め
る
意

見
書

Ｏ
公
共
料
金
お
よ
び
社
会
保
険
等
の

値
上
げ
に
反
対
す
る
意
見
書

Ｏ
自
営
菜
に
従
事
す
る
婦
人
の
地
位

向
上
並
び
に
健
康
と
母
性
と
を
守

る
た
め
の
意
見
書

Λ
可
決
さ
れ
た
決
議
Ｖ

〇
「
朝
鮮
」
の
自
主
的
平
和
統
一
の

促
進
を
要
望
す
る
決
議

地
方
自
治
、
と
く
に
農
業
関
係
に
大
き

こ
こ
に
、
つ
つ
し
ん
で
ご
め
い
福
を

お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

太
田
さ
ん
（
広
野
町
宮
谷
八
八
、
6
0

歳
）
は
、
市
農
協
組
合
長
の
ほ
か
、

宇
治
市
の
都
市
計
画
・
農
地
課
税
・

‘

総
合
計
画
・
公
害
対
策
・
優
良
農
地

の
各
審
議
会
委
員
、
米
生
産
調
整
対

策
協
議
会
長
な
ど
を
つ
と
め
ら
れ
、

ま
た
、
昭
和
四
十
六
年
か
ら
五
十
年

ま
で
の
間
、
宇
治
市
議
会
議
員
と
し

て
活
躍
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

畑
田
さ
ん
（
六
地
蔵
町
並
四
七
、
5
2

歳
）
は
、
副
竪
長
の
ほ
か
、
宇
治

市
農
業
委
員
、
民
生
児
童
委
員
、
消

防
団
東
宇
治
分
団
長
、
農
業
振
興
地

域
整
備
促
進
審
議
会
委
員
な
ど
を
つ

と
め
ら
れ
、
昭
和
五
十
一
年
に
は
宇

治
市
自
治
功
労
者
と
し
て
表
彰
さ
れ

て
い
ま
す
。

吉
田
さ
ん
（
小
倉
町
寺
内
四
九
、
5
3

歳
）
は
、
副
組
合
長
の
ほ
か
、
宇
治

市
農
業
委
員
、
都
市
計
画
・
総
合
計

固
・
農
地
課
税
・
優
良
農
地
認
定
・

農
業
振
興
地
域
整
備
促
進
の
各
審
議

会
委
員
、
宇
治
市
農
業
共
済
損
害
評

価
会
長
、
農
業
共
済
事
業
運
営
協
議

会
委
員
、
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議

会
委
員
、
宇
治
市
茶
生
産
組
合
長
な

ど
と
し
て
活
躍
。
昭
和
五
十
一
年
に

宇
治
市
自
治
功
労
者
と
し
て
表
彰
さ

れ
て
い
ま
す
。
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保
育
を

考
え
る

厳
し
い
保
育
所
の
運
営

国
の
方
針
は
保
護
者
負
担
に

早
急
に
望
ま
れ
る
制
度
の
改
善

近
年
、
宇
治
市
で
は
、
若
年
労
働
者

世
帯
が
急
激
に
増
え
、
そ
れ
に
と
も
な

ぞ
乳
幼
児
と
働
ぐ
婦
人
が
増
大
し
、

保
育
一
丁
ド
が
急
速
に
高
ま
っ
て
き
ま

し
た
。

現
在
、
保
育
所
で
は
、
単
に
母
親
の

就
労
を
保
障
す
る
と
り
っ
だ
け
で
な
く

入
所
児
童
の
就
学
前
の
教
育
を
保
障
す

る
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
保
育
所
の
仕
事

は
、
本
来
、
国
が
す
べ
き
も
の
で
す
が

現
在
は
、
い
わ
ゆ
る
機
関
委
任
事
務
と

し
て
地
方
自
治
体
の
長
に
委
託
さ
れ
て

す
。
そ
し
て
国
の
定
め
た
運
営
費
か
ら

国
の
定
め
た
保
育
料
を
引
い
た
も
の
の

八
〇
％
を
国
が
、
ニ
Ｏ
％
を
府
■
巾
が

切
半
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

内
容
が
貧
弱
な

国
の
運
営
費

こ
の
国
の
定
め
た
運
営
費
と
い
う
の

は
、
国
が
保
育
所
運
営
に
必
要
な
最
低

基
準
を
つ
く
っ
て
、
そ
れ
を
維
持
す
る

の
に
足
り
る
費
用
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
が
、
全
国
ど
の
市
町
村
で
も

楽
し
い
給
食
の
時
間
（
北
小
倉
保
育
所
で
）

宇
洽
市
で
は
、
こ
の
よ
う
に
国
が
定
め

た
保
育
料
の
基
準
に
よ
ら
ず
、
た
と
え

ば
年
間
所
得
税
二
十
四
万
円
以
上
の
世

三
歳
未
満
児
は
一
万
九
千
円

三
歳
児
以
上
は
一
万
円

と
保
育
料
旁
四
額
に
抑
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
国
の
制
度
で
は
、
所
得
税
が

六
万
円
未
満
の
世
帯
に
対
し
て
の
み
、

第
二
子
以
降
の
保
育
料
を
二
分
の
一
に

減
免
し
て
い
ま
す
が
、
市
で
は
、
独
自

に
、
一
世
帯
か
ら
二
人
以
上
の
幼
児
が

入
所
し
て
い
れ
ば
第
二
子
以
降
は
全
て

三
分
の
二
に
減
免
す
る
な
ど
、
保
護
者

負
担
の
軽
減
に
努
力
し
て
い
ま
す
。

保育所の運営経費（昭和51年度）

府負担3，タ／9方円

超
過
負
担
は
三
億
八
千
万
円

一
方
、
宇
治
市
で
は
、
働
く
婦
人
の
Ｓ
慄
育
を
実
厖
。
さ
ら
に
、
’

強
い
願
い
で
あ
っ
た
長
時
間
保
育
や
乳

一
育
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

／億2，／／Ｏ．万円

め
に
は
、

518

配
置
や
民
間
保
育
所
へ
の
運
営
補
助
、

ら
な
い
の
が
現
実
で
す
。

こ
れ
ら
の
事
業
に
よ
る
市
の
負
担
額

は
、
上
の
図
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
昭

和
五
十
一
年
度
の
決
答
兄
込
み
で
は
三

億
七
千
九
百
七
十
五
万
円
と
な
っ
て
お

り
、
こ
れ
が
超
過
負
担
と
し
て
、
市
の

財
政
を
大
き
く
圧
迫
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
市
費
の
支
出
総
額
は
、
国
の

定
め
た
保
育
料
圭
巾
の
定
め
て
い
る
保

育
料
と
の
差
額
、
市
の
義
務
負
担
分
、

そ
れ
に
、
超
過
負
担
を
合
わ
せ
、
五
億

二
、
七
三
五
万
円
に
も
の
ぽ
っ
て
い
ま

す
。市

で
は
、
今
惨
忍
脅
所
の
運
営
に

度
改
善
に
向
け
て
、
市
民
の
み
な
さ
ん

と
い
っ
し
ょ
に
な
っ
た
根
気
強
い
運
助

が
何
よ
り
も
大
切
に
な
っ
て
き
て
い
ま

す
。
現
在
の
窮
迫
し
た
財
政
で
は
、
未

措
置
児
童
を
解
消
し
、
い
ま
の
保
育
内

容
を
維
持
す
る
こ
と
は
困
難
な
状
況
と

な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
国
の
き
め
た
運
営
費
で
は
、
健
全

な
保
育
所
の
運
営
が
困
難
と
い
’
つ
の
が

実
情
で
、
貧
弱
な
内
容
で
す
。

た
と
え
ば
、
人
件
費
で
、
保
母
の
給

与
が
年
齢
や
勤
続
年
数
に
関
係
な
く
一

律
九
万
千
百
六
十
円
と
し
て
積
算
さ
れ

て
い
る
の
を
は
じ
め
、
建
物
の
柵
修
費

で
は
一
平
万
灯
に
つ
き
年
間
わ
ず
か
三

百
六
十
一
円
と
い
う
よ
う
に
非
現
実
的

な
歎
字
が
あ
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
国
の
定
め
た
保
育
料
は
、

幼
児
の
家
庭
の
負
担
能
力
に
応
じ
て
徴

収
す
る
建
前
を
と
っ
て
お
り
、
そ
の
世

帯
の
所
得
税
や
市
町
村
民
税
な
ど
の
課

税
階
層
で
区
分
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ

を
具
体
的
に
み
ま
す
と
、
市
民
税
の
非

課
税
世
帯
の
場
合
は
保
育
料
は
不
要
で

す
が
、
年
間
の
所
得
税
額
に
よ
っ
て
九

つ
の
ラ
ン
ク
に
分
れ
て
お
り
、
た
と
え

ば
最
高
の
十
八
万
円
以
上
の
世
帯
に
な

る
と
保
育
料
は
月
額
、

三
歳
未
満
児
三
万
九
千
百
七
十
円

三
歳
児
一
万
八
千
五
十
円

四
・
五
歳
児
一
万
五
千
三
百
三
十
円

（
九
十
人
定
員
の
保
育
所
で
）

と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
国
の
基
準
保
育
料
が
高

い
の
は
、
年
間
所
得
税
が
十
八
万
円
以

上
に
な
る
と
、
保
育
に
必
要
な
経
費
の

す
べ
て
を
保
護
者
か
ら
徴
収
す
る
方
針

を
と
っ
て
い
る
た
め
で
す
。
し
か
し
、

住みよい環境づくりへ
草刈り条例に基づき

年間556件の草刈り指導

宇
治
市
で
は
一
昨
年
八
月
、
「
宇
治

市
あ
き
地
の
雑
草
等
の
除
去
に
関
す
る

条
例
」
い
わ
ゆ
る
草
刈
り
条
例
を
つ
く

り
、
土
地
の
所
有
者
や
管
理
人
に
あ
き

地
の
適
正
な
維
持
管
理
を
義
務
づ
け
、

市
民
の
隻
渦
境
を
守
る
と
と
も
に
、

優
良
農
地
を
保
護
す
る
た
め
の
指
導
を

行
っ
て
い
ま
す
。

昨
年
度
は
五
五
六
件
の
指
導
を
し
、

に
よ
り
、
草
刈
り
な
ど
の
処
理
を
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
こ
と
し
も
ま
た
、
市
内
の

あ
ち
こ
ち
の
あ
き
地
で
は
、
雑
草
が
ぐ

ん
ぐ
ん
伸
ぴ
て
い
る
光
景
が
よ
く
み
う

け
ら
れ
ま
す
。
こ
と
に
、
新
興
の
住
宅

地
域
で
は
、
あ
き
地
の
所
有
者
が
市
外

に
住
ん
で
い
た
り
し
て
、
お
い
茂
っ
た

す
す
ん
で

草
刈
り
を

Ｏ
交
通
の
障
害
と
な
っ
て
い
る

○
人
の
健
康
を
害
す
る
恐
れ
が
あ
る

○
防
犯
や
火
災
予
防
の
う
え
で
好
ま
し

く
な
い

○
ウ
ン
カ
や
メ
イ
ま
な
ど
の
農
作
物
害

虫
が
発
生
し
て
い
る

○
あ
ぜ
道
や
用
水
路
な
ど
で
、
人
の
通

行
や
流
水
の
障
害
と
な
っ
て
い
る

と
い
う
よ
う
な
雑
草
の
茂
っ
た
あ
き
地

は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
こ
の
よ
う
な
状
態

で
放
置
さ
れ
て
い
る
場
合
、
市
は
所
有

者
や
管
理
者
に
雑
草
の
除
去
な
ど
に
つ

い
て
助
言
や
指
導
を
し
ま
す
。

昨
年
度
ま
で
は
住
民
か
ら
要
請
の
あ

が
、
今
年
度
か
ら
、
昨
年
度
指
導
し
た

あ
き
地
の
所
有
者
に
対
し
、
適
正
な
管

ま
す
。
住
み
よ
い
環
境
を
守
る
た
め
に
は
、

市
の
努
力
だ
け
で
な
く
、
あ
き
地
の
所

有
者
を
は
じ
め
市
民
の
み
な
さ
ん
の
協

力
が
必
要
で
す
。
そ
し
て
、
こ
と
し
か

ら
は
、
雑
草
な
ど
の
お
い
茂
っ
て
い
る

あ
き
地
の
あ
る
町
内
会
や
自
治
会
が
、

あ
き
地
の
所
有
者
や
管
理
者
な
ど
に
草

刈
り
の
要
請
を
す
れ
ば
、
市
か
ら
町
内

会
等
に
報
償
金
を
支
給
す
る
制
度
が
で

き
ま
し
た
。
要
請
が
あ
れ
ば
、
す
す
ん

で
草
刈
り
を
さ
れ
る
よ
う
ご
協
力
を
お

ね
が
い
い
た
し
ま
す
。

な
お
、
あ
き
地
の
所
有
者
が
自
ら
草

刈
り
が
で
き
な
い
場
合
に
は
、
一
平
方

μ
当
り
四
十
円
ほ
ど
で
市
に
委
託
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
0

（
環
境
保
全
課
）
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すくすく成長

新しい宇治名産スイートコーン
消
費
者
コ
ー
ナ
ー

照
り
つ
け
る
太
曝
に
向
っ
て
顔
を

の
ぞ
か
せ
て
い
る
ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン

は
、
い
ま
、
収
穫
の
最
盛
期
－
。

都
市
化
が
す
す
む
宇
治
市
の
農
業

の
一
つ
の
方
向
と
し
て
、
農
業
改
良

普
及
所
宇
治
嘉
一
…
の
指
導
で
名
産
「

宇
治
フ
キ
」
の
裏
作
に
、
こ
ど
も
や

若
い
人
た
ち
の
間
に
人
気
の
あ
る
ス

イ
ー
ト
＝
‐
ン
の
栽
培
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。

こ
と
し
で
四
年
目
を
迎
え
、
栽
培

面
積
は
お
よ
そ
Ｉ
お
。
こ
と
し
は
、

日
照
り
つ
づ
き
で
、
一
部
で
作
柄
に

影
響
の
で
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま

す
が
、
シ
イ
タ
ケ
や
フ
キ
に
つ
づ
い

て
、
ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン
を
宇
治
名
産

に
し
よ
う
と
槙
島
や
神
明
地
区
の
農

⑧

○
冷
凍
食
品
と
は

や
フ
レ
オ

ン
ガ
ス
な

ど
を
便
っ

て
、
負
遠

に
ま
た
は

家
の
み
な
さ
ん
は
大
は
り
き
り
。

あ
な
た
も
い
ち
ど
、
地
元
の
名
産

ス
ィ
ー
ト
コ
ー
ン
を
味
つ
て
み
ま
せ

ん
か
。

Ｉ
－
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
－
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

○
問
題
点

汗
を
ふ
き
な
が
ら
…
…

お
年
寄
り
の
宇
治
鳳
凰
大
学

さ
れ
、
品
質
低
下
を
招
い
て
い
る
場

合
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
調
理
食
品
で
は
品
貿
と
表

示
の
点
で
改
良
さ
れ
る
よ
う
、
茉
界

に
強
く
望
ま
れ
て
い
ま
す
。

○
選
ぴ
方

次
の
よ
う
な
点
に
気
を
つ
け
て
選

知
っ
て
お
き
ま
し
よ
う

冷
凍
食
品
の
利
用
方
法

瞬
間
的
に
マ
イ
ナ
ユ
十
五
度
か
ら
十

八
度
以
下
に
凍
ら
せ
た
も
の
で
す
。

そ
の
た
め
、
風
味
や
、
栄
養
価
も

比
較
的
そ
の
ま
ま
に
保
つ
こ
と
が
で

き
、
保
存
性
の
高
い
こ
と
が
特
緻
で

す
。

い
基
準
で
は
マ
イ
ナ
ス
十
八
度
）
以

下
を
保
つ
よ
う
に
定
め
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
実
態
は
、
温
度
が
十
分

に
管
理
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
た
と
え

ば
、
販
売
店
な
ど
の
冷
凍
μ
’
Ｉ
ケ

ー
ス
内
で
解
凍
迄
丹
凍
結
が
繰
り
返

が
完
全
な
も
の
。
た
だ
し
、
袋
の

内
側
に
霜
が
た
く
さ
ん
つ
い
た
も

の
は
避
け
ま
し
ょ
う
。

。
・
認
定
証
マ
ー
ク
の
つ
い
て
い
る
も

の
。
マ
’
・
・
’
ク
は
、
日
本
冷
凍
食
品

協
会
の
自
主
認
定
Ｍ
準
に
合
格
し

認定証

マーク

ぴ
ま
し
ょ
う
。

た
工
場
で
作
ら
れ
、
品
質
・
衛
生

検
査
に
バ
ス
し
た
商
品
に
つ
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

8
月
2
0
日
ま
で
に

敬
老
年
金
の
申
請
を

宇
治
市
で
は
、
毎
年
9
月
の
敬
老

会
の
会
場
で
三
千
円
の
敏
老
年
必
一
を

お
贈
り
し
て
い
ま
す
が
、
申
請
は
も

中
学
卒
業

認
定
試
験

カメラ
の眼

お
知ら
せ

市
民
総
合

体
育
大
会
せ
ま
る

も
ど
し
方
の
コ
ツ

包
装
に
表
示
さ
れ
て
い
る
説
明
を

よ
く
読
み
ま
し
ょ
う
。

・
生
も
の
・
・
・
冷
蔵
庫
の
下
段
、
ま
た

は
冷
暗
所
で
ゆ
っ
く
り
解
凍
し
ま

し
ょ
う
。
急
ぐ
と
き
は
、
包
装
の

ま
ま
き
っ
ち
り
と
ポ
リ
袋
に
入
れ

て
、
流
水
で
も
ど
し
ま
す
。

・
調
理
食
品
－
ｎ
口
″
ヶ
や
フ
ラ
イ

類
は
解
凍
せ
ず
に
揚
げ
ま
す
。
油

の
ｍ
多
い
目
に
し
、
少
し
ず
つ

揚
げ
る
の
が
コ
ツ
で
す
。
シ
’
Ｉ

マ
イ
や
中
華
ま
ん
じ
ゅ
う
な
ど
は

そ
の
ま
ま
蒸
す
か
、
ま
た
は
電
子

レ
ン
ジ
で
暖
め
ま
す
。

・
冷
凍
シ
’
Ｉ
ケ
ー
ス
内
の
温
度
が
・
製
造
年
月
日
の
新
し
い
も
の
。
・
野
菜
類
・
・
・
凍
結
前
に
あ
る
て
い
ど

マ
イ
ナ
ス
十
八
屁
以
下
に
保
た
れ
・
料
理
法
が
親
切
に
記
し
て
あ
る
も
ゆ
で
て
い
ま
す
の
で
、
か
ぽ
ち
ゃ

て
い
て
、
Ｉ
Ｓ
荷
限
界
線
（
ロ
ー
ド
の
。
や
豆
な
ど
は
、
生
を
煮
る
と
き
の

ヽ
ラ
イ
ン
）
の
下
に
あ
る
も
の
。
な
お
、
持
ち
運
ぴ
は
新
聞
紙
に
包
三
分
の
一
ぐ
ら
い
に
し
、
煮
す
ぎ

・
カ
ｔ
ｋ
カ
チ
に
凍
っ
て
い
て
、
包
装
む
と
効
果
的
で
す
。
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

夏
休
み
親
子

ス
ケ
ー
ト
教
室

す
べ
て
に
贈
ら
れ
る
も
の
で
す
。

こ
と
し
新
ら
し
く
資
格
の
で
き
た

人
な
ど
で
ま
だ
申
晴
さ
れ
て
い
な
い

人
は
、
8
月
2
0
日
ま
で
に
、
は
ん
こ

を
持
っ
て
福
祉
事
務
所
福
祉
課
ま
で

お
越
し
く
だ
さ
い
。

な
お
、
今
ま
で
に
こ
の
年
金
を
受

け
て
い
る
人
や
一
度
申
請
し
た
人
は

そ
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。（

福
祉
課
）

都
軟
式
野
球
連
盟
宇
治
支
部
事
務
局

長
横
山
昂
さ
ん
＝
ｗ
話
⑩
2
0
3
8

番
ま
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

〔
水
泳
〕

▽
と
き
・
・
・
8
月
2
8
日
（
日
）
午
前

1
0
時
か
ら
午
後
1
時

▽
と
こ
ろ
・
・
・
市
立
東
宇
治
中
学
校
プ

ー
ル
（
2
5
μ
）

▽
参
加
料
・
・
・
無
料

▽
対
乖
＝
小
学
校
三
年
生
以
上
の

男
女
な
ら
ど
な
た
で
も

▽
競
泳
＝
自
由
型
、
平
泳
、
背
泳
（

い
ず
れ
■
ｍ
）
2
5
μ
、
5
0
μ
）
、
ジ
レ

ー
（
川
封
、
Ⅲ
朋
自
由
型
）

▽
レ
ク
ジ
’
Ｉ
シ
’
ン
競
技
＝
水
中

競
歩
や
黒
ん
坊
大
会
な
ど

ご
希
望
の
方
は
、
当
日
、
会
場
で

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
お
問
い
合

せ
は
上
林
書
店
1
1
宇
治
橋
通
り
、
電

話
0
3
7
7
7
番
ま
で
。

（
社
会
教
育
課
）

1
5
・
1
6
日
は

休
業
し
ま
す

519
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8
月
1
5
日
か
ら
市
役
所
で
受
付

申
し
込
み
期
間

申
し
込
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（火）－
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日

日

日

8月27

29

9月7

小倉小学校

日
日

2
3

月9

西小倉集会所

日
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日

一

日

1－

30－

31

月
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月

一

月

9

－

8

－

8

六地蔵公会堂

大久保小学校一

西大久保小学校

（木）

（金）

（月）

（火）
－

（月）

（火）

（水）

（木）

（金）

日

日

日

日

一

日

日

日

日

日

＜胃検診＞

8月25

26

9月5

6－

8月22

23

24

9月8

9

宇治小学校

宇治市役所

・定員はｌ，ＯＯＯ名です。Ｉ日の受診数は60名です。

・申込み受付後の日程変更は一切しません。▽

・検診時間は午前9時30分から11時までです。

・受診対象年齢は昭和52年4月1日現在で満ｉｏ歳以上です。

・なお検診後の結果は，異常のあった方のみ通知します。

注
意
事
項

＜子宮検診＞

医療機関名 場所 検診日時 医療機関名 場所 検診日時

山本医院 木幡 月～金

原則として午前9時～12時

稲垣産婦人科 伊勢田
月～土 午前9時～Ｉ2時

特別事情のある場合，午後6時～8時
月～金 午後6時～8時

秋岡産婦人科 木幡
月～金 午前10時～11時30分

下村医院 小倉 月～金
午前9時～12時

綴 午後6時～8時 午後6時～8時

宇治病院 五ヶ庄 月～金 午前9時～11時30分久野医院 小倉 月～土 午前9時～12時

重永医院 五ケ庄 月～土 午前9時～12時 平田医院 広野 火・木 午前9時～12時

都倉病院 宇治 月～土 午前9時～12時 矢田病院 大久保 水・木 午前9時～12時

近藤産婦人科 宇治 月～土 午前9時～12時 ョシダ産婦人科 大久保 月～土
午前8時30分～11時30分

白砂産婦人科 小倉 月・水・金午後6時～8時

注

意

事

項

・検診は上記医療機関のうちいずれかで，昭和52年8月17日～10月15日までの間に受けていただ

きます。

・検査数に制限かあるため受診医院を変更していただくことかあります。

・定員は2，750名です。

・受診対象年齢は昭和52年4月1日現在満30歳以上です。

特に産婦人科に受診する機会の少ない中高年層の方は進んで受けてください。

・受診票の再発行はしません。

・検診日は月経後，少なくとも3日以降にしてください。

子宮検診申込書胃検診申込書
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≡Ｅ≡緑化事業部新設≡Ｅ≡
造園資材一式を安値即売／

特に、小物・白川砂・植木土・肥料・カヌマ土・鉢物その他

■事業内容

株式会社
Ｏ本社宇治市五ヶ庄折坂21－35費32一篇発㈹

○緑化事業部宇治市伊勢田町北山會22－9353Ｏ久御山営業所久御山町外屋敷

胃
・
子
宮
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
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